
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

四
三

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

彙　
　

報

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
の
平
成
二
九
︵
二
〇
一
七
︶
年
一
〇
月
一
日
か
ら
平
成
三
〇
︵
二
〇
一
八
︶
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
︒

〇
教
員
消
息
︵
平
成
三
〇
年
度
︶

▽
退
任

特
任
講
師　

中
野
一
茂

特
任
講
師　

黒
澤
あ
ゆ
み

▽
新
任

特
任
講
師　

中
野
宏
子

特
任
講
師　

手
塚
知
子

〇
教
員
活
動
︵
計
二
一
名
︶

▽
浜
島
典
彦　

特
任
教
授
︵
学
長
︶

︽
学
術
論
文
等
︾

︵
単
著
︶﹁﹃
日
蓮
学
﹄
創
刊
に
寄
せ
て
﹂︵﹃
日
蓮
学
﹄
第
一
号
︑
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︵
単
著
︶﹁
日
蓮
︵
に
ち
れ
ん
︶
の
教
え
の
キ
ー
ワ
ー
ド
︵
特
集　

仏
教
が
わ
か
る
キ
ー
ワ
ー
ド
︶︵
日
本
仏
教
の
教
え
が
わ
か
る
キ
ー
ワ
ー
ド
︶﹂︵﹃
大
法
輪
﹄

第
八
五
巻
第
二
号
︑
大
法
輪
閣
︑
二
〇
一
八
年
二
月
︶

︽
そ
の
他
︾

︵
財
︶
法
華
会
刊
﹃
法
華
﹄
誌
に
毎
月
法
華
経
解
説
を
寄
稿

求
道
同
願
会
刊
﹃
求
道
﹄
誌
に
毎
月
日
蓮
聖
人
遺
文
解
説
を
寄
稿

﹃
ま
ん
だ
ら
﹄︵
年
四
回
刊　

二
一
会
︶﹁
法
華
経
に
支
え
ら
れ
た
人
々
﹂
寄
稿



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

四
五

刊
行
会
編
﹃
日
蓮
教
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
﹄
山
喜
房
佛
書
林
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
近
代
の
日
蓮
伝
記
絵
馬
に
つ
い
て
﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
そ
の
他
︾

︵
単
著
︶﹁
日
蓮
聖
人
降
誕
伝
承
﹂︵
教
誌
﹃
正
法
﹄
一
五
一
号
︑
二
〇
一
七
年
九
月
︶

︵
単
著
︶﹁
身
延
山
登
録
有
形
文
化
財
を
目
指
す
諸
堂
と
そ
の
ヒ
ミ
ツ
⁉
﹂︵﹁
日
蓮
宗
新
聞
﹂
二
〇
一
八
年
一
月
一
日
号
︶

︵
共
編
︶﹃
滋
賀
県
日
蓮
宗
寺
院
マ
ッ
プ
﹁
近
江
四
十
八
个
寺
巡
拝
ガ
イ
ド
﹂﹄
監
修
︵
日
蓮
宗
滋
賀
県
宗
務
所
︑
二
〇
一
八
年
五
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
近
代
日
蓮
伝
記
絵
馬
の
比
較
﹂︵
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
︑
東
洋
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
二
日
︶

︵
単
独
︶﹁
近
世
・
近
代
日
蓮
絵
伝
記
の
種
類
に
つ
い
て
﹂︵
日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
︑
大
谷
大
学
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
︑
二
〇
一
八
年
九
月
九
日
︶

︽
調
査
・
出
張
︾

︵
国
内
︶﹁
日
蓮
宗
本
壽
寺
資
料
調
査
﹂︵
東
京
都
台
東
区
谷
中
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
日
︶

︵
国
内
︶﹁
日
蓮
宗
法
音
寺
宝
物
整
理
﹂︵
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
︑
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
五
日
︶

︵
国
内
︶﹁
大
阪
寺
院
調
査
﹂︵
大
阪
市
中
央
区
法
性
寺
︑
蓮
光
寺
︑
法
華
宗
久
本
寺
他
︑
二
〇
一
八
年
四
月
二
二
日
～
二
三
日
︶

︵
国
内
︶﹁
法
華
宗
寺
院
調
査
﹂︵
御
殿
場
市
蓮
静
寺
︑
二
〇
一
八
年
七
月
三
〇
日
︶

︵
国
内
︶﹁
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
﹂︵
京
都
市
山
科
区
本
圀
寺
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
七
日
～
三
〇
日
︶

︵
国
内
︶﹁
日
蓮
宗
寺
院
及
び
史
跡
調
査
﹂︵
新
潟
県
佐
渡
市
妙
宣
寺
︑妙
照
寺
︑実
相
寺
︑根
本
寺
︑真
浦
日
蓮
堂
他
︑二
〇
一
八
年
九
月
二
〇
日
～
二
二
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
︾

﹁
京
都
の
法
華
寺
院
巡
拝
﹂︵
身
澄
会
巡
見
案
内
︵
本
圀
寺
︑
立
本
寺
︑
深
草
宝
塔
寺
︑
伏
見
稲
荷
他
︶︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
六
日
～
二
七
日
︶

﹁
法
華
寺
院
参
拝
の
心
得
﹂︵
山
梨
県
第
一
部
宗
務
所
管
内
寺
院
檀
信
徒
研
修
︑
山
梨
県
身
延
町
妙
光
寺
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
九
日
︶

﹁
法
華
信
仰
と
巡
拝
信
仰
﹂︵
日
蓮
宗
石
川
県
第
一
部
宗
務
所
︑
金
沢
市
立
像
寺
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
三
〇
日
︶

﹁
関
西
の
法
華
霊
場
と
法
華
信
仰
﹂︵
平
成
二
九
年
度
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座
︑
立
本
寺
内
教
法
院
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
四
日
︶

﹁
寺
院
拝
観
の
心
得
﹂︵
山
梨
県
韮
崎
市
自
主
企
画
講
座
︑
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
こ
り
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
五
日
︶

彙　
　

報

四
四

▽
池
上
要
靖　

教
授
︵
副
学
長
︶

︽
機
関
誌
︾

﹁
紙
上
説
法　

第
一
〇
〇
回　
﹁
盂
蘭
盆
に
よ
せ
て
﹂﹂︵
教
報
﹃
み
の
ぶ
﹄
三
〇
頁
～
三
一
頁
︑
身
延
山
久
遠
寺
︑
二
〇
一
八
年
八
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
法
華
経
提
婆
品
編
入
に
関
す
る
試
論
﹂︵
第
七
〇
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
一
日
︶

︵
共
同
︶﹁
学
生
が
認
知
症
カ
フ
ェ
を
主
体
的
に
行
う
教
育
効
果
に
関
す
る
研
究
︱
学
生
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
見
え
て
き
た
こ
と
︱
﹂︵
第
五
三
回
日
本

仏
教
社
会
福
祉
学
会
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
三
〇
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︑
講
演
会
等
︾

﹁
声
明
と
は
？　

原
論
か
ら
延
山
流
声
明
ま
で　

第
一
講　

ル
ー
ツ
と
原
理
論
﹂︵
平
成
二
九
年
度
日
蓮
宗
神
奈
川
県
下
合
同
声
明
研
修
会
︑
大
磯
町　

妙

輪
寺
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
五
日
︶

﹁
法
要
の
価
値
と
構
造
﹂︵
日
蓮
宗
静
岡
県
西
部
宗
務
所
声
明
師
会
研
修
会
︑
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
掛
川
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
一
日
︶

﹁
身
延
山
と
日
蓮
聖
人
﹂︵
日
蓮
宗
長
野
県
護
法
大
会
﹁
日
蓮
聖
人
と
出
会
う　

祖
山
輪
番
給
仕　

つ
な
ご
う
御
題
目
﹂︑
身
延
山
久
遠
寺
︑
二
〇
一
八
年
六

月
二
三
日
︶

﹁
声
明
と
は
？　

原
論
か
ら
延
山
流
声
明
ま
で　

第
二
講　

日
蓮
宗
声
明
を
理
解
す
る
﹂︵
平
成
三
〇
年
度
日
蓮
宗
神
奈
川
県
下
合
同
声
明
研
修
会
︑
横
浜

市　

善
行
寺
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一
日
︶

︽
出
前
授
業
︾

﹁
歴
史
の
基
本　

年
代
っ
て
何
だ
ろ
う
？
﹂︵
平
成
二
九
年
度
高
大
連
携
講
座
︑
山
梨
県
立
甲
府
城
西
高
等
学
校
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
三
日
︶

▽
望
月
真
澄　

教
授
︵
仏
教
学
部
長
︶

︽
学
術
論
文
︾

︵
単
著
︶﹁
江
戸
町
人
の
法
華
信
仰
︱
江
戸
酒
家
連
の
信
仰
活
動
を
中
心
に
︱
﹂︵
北
村
行
遠
編﹃
近
世
の
宗
教
と
地
域
社
会
﹄岩
田
書
院
︑二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
身
延
山
と
江
戸
︵
東
京
︶
を
結
ぶ
資
料
︱
身
延
山
参
詣
双
六
・
身
延
山
道
中
案
内
記
関
係
資
料
の
紹
介
︱
﹂︵
北
川
前
肇
先
生
古
稀
記
念
論
文
集



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

四
五

刊
行
会
編
﹃
日
蓮
教
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
﹄
山
喜
房
佛
書
林
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
近
代
の
日
蓮
伝
記
絵
馬
に
つ
い
て
﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
そ
の
他
︾

︵
単
著
︶﹁
日
蓮
聖
人
降
誕
伝
承
﹂︵
教
誌
﹃
正
法
﹄
一
五
一
号
︑
二
〇
一
七
年
九
月
︶

︵
単
著
︶﹁
身
延
山
登
録
有
形
文
化
財
を
目
指
す
諸
堂
と
そ
の
ヒ
ミ
ツ
⁉
﹂︵﹁
日
蓮
宗
新
聞
﹂
二
〇
一
八
年
一
月
一
日
号
︶

︵
共
編
︶﹃
滋
賀
県
日
蓮
宗
寺
院
マ
ッ
プ
﹁
近
江
四
十
八
个
寺
巡
拝
ガ
イ
ド
﹂﹄
監
修
︵
日
蓮
宗
滋
賀
県
宗
務
所
︑
二
〇
一
八
年
五
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
近
代
日
蓮
伝
記
絵
馬
の
比
較
﹂︵
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
︑
東
洋
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
二
日
︶

︵
単
独
︶﹁
近
世
・
近
代
日
蓮
絵
伝
記
の
種
類
に
つ
い
て
﹂︵
日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
︑
大
谷
大
学
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
︑
二
〇
一
八
年
九
月
九
日
︶

︽
調
査
・
出
張
︾

︵
国
内
︶﹁
日
蓮
宗
本
壽
寺
資
料
調
査
﹂︵
東
京
都
台
東
区
谷
中
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
日
︶

︵
国
内
︶﹁
日
蓮
宗
法
音
寺
宝
物
整
理
﹂︵
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
︑
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
五
日
︶

︵
国
内
︶﹁
大
阪
寺
院
調
査
﹂︵
大
阪
市
中
央
区
法
性
寺
︑
蓮
光
寺
︑
法
華
宗
久
本
寺
他
︑
二
〇
一
八
年
四
月
二
二
日
～
二
三
日
︶

︵
国
内
︶﹁
法
華
宗
寺
院
調
査
﹂︵
御
殿
場
市
蓮
静
寺
︑
二
〇
一
八
年
七
月
三
〇
日
︶

︵
国
内
︶﹁
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
﹂︵
京
都
市
山
科
区
本
圀
寺
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
七
日
～
三
〇
日
︶

︵
国
内
︶﹁
日
蓮
宗
寺
院
及
び
史
跡
調
査
﹂︵
新
潟
県
佐
渡
市
妙
宣
寺
︑妙
照
寺
︑実
相
寺
︑根
本
寺
︑真
浦
日
蓮
堂
他
︑二
〇
一
八
年
九
月
二
〇
日
～
二
二
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
︾

﹁
京
都
の
法
華
寺
院
巡
拝
﹂︵
身
澄
会
巡
見
案
内
︵
本
圀
寺
︑
立
本
寺
︑
深
草
宝
塔
寺
︑
伏
見
稲
荷
他
︶︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
六
日
～
二
七
日
︶

﹁
法
華
寺
院
参
拝
の
心
得
﹂︵
山
梨
県
第
一
部
宗
務
所
管
内
寺
院
檀
信
徒
研
修
︑
山
梨
県
身
延
町
妙
光
寺
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
九
日
︶

﹁
法
華
信
仰
と
巡
拝
信
仰
﹂︵
日
蓮
宗
石
川
県
第
一
部
宗
務
所
︑
金
沢
市
立
像
寺
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
三
〇
日
︶

﹁
関
西
の
法
華
霊
場
と
法
華
信
仰
﹂︵
平
成
二
九
年
度
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座
︑
立
本
寺
内
教
法
院
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
四
日
︶

﹁
寺
院
拝
観
の
心
得
﹂︵
山
梨
県
韮
崎
市
自
主
企
画
講
座
︑
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
こ
り
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
五
日
︶

彙　
　

報

四
四

▽
池
上
要
靖　

教
授
︵
副
学
長
︶

︽
機
関
誌
︾

﹁
紙
上
説
法　

第
一
〇
〇
回　
﹁
盂
蘭
盆
に
よ
せ
て
﹂﹂︵
教
報
﹃
み
の
ぶ
﹄
三
〇
頁
～
三
一
頁
︑
身
延
山
久
遠
寺
︑
二
〇
一
八
年
八
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
法
華
経
提
婆
品
編
入
に
関
す
る
試
論
﹂︵
第
七
〇
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
一
日
︶

︵
共
同
︶﹁
学
生
が
認
知
症
カ
フ
ェ
を
主
体
的
に
行
う
教
育
効
果
に
関
す
る
研
究
︱
学
生
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
見
え
て
き
た
こ
と
︱
﹂︵
第
五
三
回
日
本

仏
教
社
会
福
祉
学
会
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
三
〇
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︑
講
演
会
等
︾

﹁
声
明
と
は
？　

原
論
か
ら
延
山
流
声
明
ま
で　

第
一
講　

ル
ー
ツ
と
原
理
論
﹂︵
平
成
二
九
年
度
日
蓮
宗
神
奈
川
県
下
合
同
声
明
研
修
会
︑
大
磯
町　

妙

輪
寺
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
五
日
︶

﹁
法
要
の
価
値
と
構
造
﹂︵
日
蓮
宗
静
岡
県
西
部
宗
務
所
声
明
師
会
研
修
会
︑
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
掛
川
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
一
日
︶

﹁
身
延
山
と
日
蓮
聖
人
﹂︵
日
蓮
宗
長
野
県
護
法
大
会
﹁
日
蓮
聖
人
と
出
会
う　

祖
山
輪
番
給
仕　

つ
な
ご
う
御
題
目
﹂︑
身
延
山
久
遠
寺
︑
二
〇
一
八
年
六

月
二
三
日
︶

﹁
声
明
と
は
？　

原
論
か
ら
延
山
流
声
明
ま
で　

第
二
講　

日
蓮
宗
声
明
を
理
解
す
る
﹂︵
平
成
三
〇
年
度
日
蓮
宗
神
奈
川
県
下
合
同
声
明
研
修
会
︑
横
浜

市　

善
行
寺
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一
日
︶

︽
出
前
授
業
︾

﹁
歴
史
の
基
本　

年
代
っ
て
何
だ
ろ
う
？
﹂︵
平
成
二
九
年
度
高
大
連
携
講
座
︑
山
梨
県
立
甲
府
城
西
高
等
学
校
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
三
日
︶

▽
望
月
真
澄　

教
授
︵
仏
教
学
部
長
︶

︽
学
術
論
文
︾

︵
単
著
︶﹁
江
戸
町
人
の
法
華
信
仰
︱
江
戸
酒
家
連
の
信
仰
活
動
を
中
心
に
︱
﹂︵
北
村
行
遠
編﹃
近
世
の
宗
教
と
地
域
社
会
﹄岩
田
書
院
︑二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
身
延
山
と
江
戸
︵
東
京
︶
を
結
ぶ
資
料
︱
身
延
山
参
詣
双
六
・
身
延
山
道
中
案
内
記
関
係
資
料
の
紹
介
︱
﹂︵
北
川
前
肇
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
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マ
レ
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︑
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〇
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月
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五
日
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単
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︶﹁
日
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入
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マ
レ
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︑
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四
六

﹁
関
西
の
法
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霊
場
と
巡
拝
信
仰
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日
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宗
近
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降
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﹂︵
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務
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︑
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︑
二
〇
一
八
年
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月
一
九
日
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﹁
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師
の
顕
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儀
礼
﹂︵
日
蓮
宗
勧
学
院
中
央
教
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修
会
︑
日
蓮
宗
宗
務
院
︑
二
〇
一
八
年
一
月
二
六
日
︶

﹁
日
蓮
宗
の
千
か
寺
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り
﹂︵
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蓮
宗
滋
賀
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宗
務
所
︑
滋
賀
県
彦
根
市
蓮
成
寺
︑
二
〇
一
八
年
二
月
二
五
日
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﹁
遊
行
僧
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し
て
の
木
喰
上
人
﹂︵
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
三
〇
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
﹁
木
喰
上
人
と
そ
の
時
代
﹂︑

身
延
町
総
合
文
化
会
館
︑
二
〇
一
八
年
六
月
一
〇
日
︶

﹁
木
喰
の
里
を
歩
く
﹂︵
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
三
〇
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
﹁
木
喰
上
人
と
そ
の
時
代
﹂︑
身
延
町
丸

畑
地
区
︑
二
〇
一
八
年
六
月
二
四
日
︶

﹁
身
延
山
を
知
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七
面
山
﹂︵
新
潟
県
東
部
宗
務
所
︑
新
潟
市
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
︑
二
〇
一
八
年
六
月
二
八
日
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﹁
祖
師
の
顕
彰
と
儀
礼
﹂︵
日
蓮
宗
中
央
教
学
研
修
会
︑
日
蓮
宗
宗
務
院
︑
二
〇
一
八
年
七
月
二
六
日
︶

﹁
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
に
向
け
て
﹂︵
静
岡
県
西
部
宗
務
所
大
須
賀
地
区
寺
院
研
修
会
︑
掛
川
市
妙
徳
寺
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一
五
日
︶

〇
日
蓮
学
専
攻

▽
三
輪
是
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教
授
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日
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長
︶
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術
論
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等
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︵
単
著
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身
延
山
大
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京
都
特
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開
講
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日
蓮
学
入
門
﹂︵﹃
日
蓮
学
﹄
第
一
号
︑
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︵
単
著
︶﹁
近
代
日
本
に
み
る
日
蓮
信
仰
の
諸
相
︱
上
原
専
祿
の
信
仰
︱
﹂︵
北
川
前
肇
先
生
古
稀
記
念
論
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集
刊
行
会
編
﹃
日
蓮
教
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
﹄︑

二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
コ
メ
ン
ト
︵
日
蓮
遺
文
の
編
纂
と
刊
行
︶﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め
︵
日
蓮
遺
文
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編
纂
と
刊
行
︶﹂︵﹃
宗
教
研
究
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第
九
一
巻
別
冊
︑
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宗
教
学
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︑
二
〇
一
八
年
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単
著
︶﹁
基
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お
け
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﹂︵﹃
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四
六

﹁
関
西
の
法
華
霊
場
と
巡
拝
信
仰
﹂︵
日
蓮
宗
近
畿
教
区
教
学
研
修
会
︑
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
八
日
～
二
九
日
︶

﹁
宗
祖
降
誕
儀
礼
の
継
承
﹂︵
日
蓮
宗
千
葉
県
南
部
宗
務
所
︑
鴨
川
市
・
ホ
テ
ル
吉
夢
︑
二
〇
一
八
年
一
月
一
九
日
︶

﹁
祖
師
の
顕
彰
と
儀
礼
﹂︵
日
蓮
宗
勧
学
院
中
央
教
学
研
修
会
︑
日
蓮
宗
宗
務
院
︑
二
〇
一
八
年
一
月
二
六
日
︶

﹁
日
蓮
宗
の
千
か
寺
参
り
﹂︵
日
蓮
宗
滋
賀
県
宗
務
所
︑
滋
賀
県
彦
根
市
蓮
成
寺
︑
二
〇
一
八
年
二
月
二
五
日
︶

﹁
遊
行
僧
と
し
て
の
木
喰
上
人
﹂︵
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
三
〇
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
﹁
木
喰
上
人
と
そ
の
時
代
﹂︑

身
延
町
総
合
文
化
会
館
︑
二
〇
一
八
年
六
月
一
〇
日
︶

﹁
木
喰
の
里
を
歩
く
﹂︵
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
三
〇
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
﹁
木
喰
上
人
と
そ
の
時
代
﹂︑
身
延
町
丸

畑
地
区
︑
二
〇
一
八
年
六
月
二
四
日
︶

﹁
身
延
山
を
知
る　

七
面
山
﹂︵
新
潟
県
東
部
宗
務
所
︑
新
潟
市
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
︑
二
〇
一
八
年
六
月
二
八
日
︶

﹁
祖
師
の
顕
彰
と
儀
礼
﹂︵
日
蓮
宗
中
央
教
学
研
修
会
︑
日
蓮
宗
宗
務
院
︑
二
〇
一
八
年
七
月
二
六
日
︶

﹁
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
に
向
け
て
﹂︵
静
岡
県
西
部
宗
務
所
大
須
賀
地
区
寺
院
研
修
会
︑
掛
川
市
妙
徳
寺
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一
五
日
︶

〇
日
蓮
学
専
攻

▽
三
輪
是
法　

教
授
︵
日
蓮
学
専
攻
長
︶

︽
学
術
論
文
等
︾

︵
単
著
︶﹁
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座　

日
蓮
学
入
門
﹂︵﹃
日
蓮
学
﹄
第
一
号
︑
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︵
単
著
︶﹁
近
代
日
本
に
み
る
日
蓮
信
仰
の
諸
相
︱
上
原
専
祿
の
信
仰
︱
﹂︵
北
川
前
肇
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
﹃
日
蓮
教
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
﹄︑

二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
コ
メ
ン
ト
︵
日
蓮
遺
文
の
編
纂
と
刊
行
︶﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め
︵
日
蓮
遺
文
の
編
纂
と
刊
行
︶﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
基
調
講
演　

近
代
日
本
に
お
け
る
久
遠
本
仏
観
﹂︵﹃
現
代
宗
教
研
究
﹄
第
五
二
号
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
学
会
発
表
︾



身
延
山
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学
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学
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四
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▽
木
村
中
一　

准
教
授

︽
著
書
︾

︵
共
著
︶﹃
身
延
文
庫
所
蔵
﹃
法
華
遊
意
﹄﹄︵
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
学
術
論
文
︾

︵
単
著
︶﹁
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座　

遺
文
か
ら
み
る
日
蓮
聖
人
の
お
ひ
と
が
ら
﹂︵﹃
日
蓮
学
﹄
第
一
号
︑
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑

二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︵
単
著
︶﹁
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
世
界
文
化
遺
産
地
域
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
と
ラ
オ
ス
に
残
る
仏
教
信
仰
﹂︵﹃
日
蓮
学
﹄
第
一
号
︑
身
延
山
大
学

国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︵
単
著
︶﹁
身
延
山
と
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
至
宝
﹂︵﹃
仏
教
学
レ
ビ
ュ
ー
﹄
第
二
二
号
︑
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
︑
二
〇
一
七
年
一
二
月
︶

︵
単
著
︶﹁
刊
本
日
蓮
聖
人
遺
文
の
表
記
相
違
に
関
す
る
一
試
論
﹂︵
北
川
前
肇
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
﹃
日
蓮
教
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
﹄
山
喜
房

佛
書
林
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
編
年
体
御
書
目
録
の
編
纂
に
つ
い
て
︵
日
蓮
遺
文
の
編
纂
と
刊
行
︶﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
日
蓮
の
書
写
本
に
関
す
る
一
試
論
﹂︵
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
︑
東
洋
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
二
日
︶

︵
単
独
︶﹁
日
蓮
教
団
と
為
政
者
﹂︵
日
本
仏
教
学
会
二
〇
一
八
年
度
学
術
大
会
︑
同
朋
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
五
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
︾

︵
単
独
︶﹁
身
延
文
庫
沿
革
史
小
考
﹂︵
二
〇
一
八
韓
・
日
共
同
教
蔵
文
献
調
査
及
び
研
究
学
術
大
会
︑
ソ
ウ
ル
・
大
韓
仏
教
曹
渓
宗
国
際
会
議
場
︑
二
〇
一

八
年
二
月
二
日
︶

︵
単
独
︶﹁
ご
遺
文
を
読
む
﹁
日
蓮
聖
人
と
女
性
壇
越
﹂﹂︵
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
地
域
連
携
講
座　

平
成
三
〇
年
度
身
延
山
学
講
座
︑
身
延
山
大
学
附

属
図
書
館
︑
二
〇
一
八
年
四
月
～
九
月
︑
月
一
回
︶

︵
単
独
︶﹁
木
喰
上
人
が
生
き
た
そ
の
時
代
﹂︵
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
三
〇
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
﹁
木
喰
上
人
と
そ

彙　
　

報

四
八

︵
単
著
︶﹁D

īpaṃ
karaś rījñā na

が
伝
え
る
バ
リ
儀
軌
⑵
﹂︵Acta Tibetica et Buddhica 10

︑
身
延
山
大
学
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
室
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
︶

︵
単
著
︶﹁O

n the W
orks on the R

itual of O
blation A

ttributed to D
īpaṃ

karaś rījñā na

﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
六
六
巻
第
三
号
︑
日
本
印
度
学

仏
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
ア
テ
ィ
シ
ャ
と
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
﹃
妙
法
蓮
華
註
﹄﹁
方
便
品
﹂
和
訳
⑴
﹂︵﹃
身
延
論
叢
﹄
第
二
三
号
︑
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁D

īpaṃ
karaś rījñā na

に
よ
る
﹁
秘
密
部
﹂
所
収
の
儀
軌
文
献
﹂︵
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
︑
東
洋
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月

一
日
︶

︵
単
独
︶﹁
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
﹃
マ
ン
ト
ラ
義
入
﹄
に
つ
い
て
﹂︵
日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
︑大
谷
大
学
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
︑二
〇
一
八
年
九
月
九
日
︶

︽
国
際
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁The Lotus sutra in the inner A
sia

﹂︵
第
二
三
回
国
際
法
華
経
セ
ミ
ナ
ー
︑
立
正
佼
成
会
本
部
︑
二
〇
一
八
年
六
月
一
二
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
︾

︵
単
独
︶﹁
イ
ン
ド
に
お
け
る
﹃
般
若
心
経
﹄
注
釈
書
の
系
譜
﹂︵
バ
ウ
ッ
ダ
コ
ー
シ
ャ
科
研
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹃
般
若
心
経
﹄
を
解
体
す
る
︱
﹃
般
若
心

経
﹄
研
究
の
最
前
線
︱
︑
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
五
日
︶

︵
単
独
︶﹁
身
延
文
庫
所
蔵
の
論
書
に
つ
い
て
﹂︵
二
〇
一
八
韓
・
日
共
同
教
蔵
文
献
調
査
及
び
研
究
学
術
大
会
︑
ソ
ウ
ル
・
大
韓
仏
教
曹
渓
宗
国
際
会
議
場
︑

二
〇
一
八
年
二
月
二
日
︶

︽
調
査
・
出
張
︾

︵
海
外
︶﹁
日
蓮
宗
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
派
遣
研
究
員
﹂︵
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
︑
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
︑
二
〇
一
八
年
三
月
四
日
～
九
日
︶

︵
国
内
︶﹁
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
班
第
一
回
研
究
集
会
﹂︵
人
文
情
報
学
研
究
所
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一
六
日
～
一
七
日
︶

︽
競
争
的
研
究
資
金
︾

︵
研
究
代
表
者
︶
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｃ
﹁
内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
華
経
の
展
開
﹂

︵
研
究
分
担
者
︶
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ａ
﹁
グ
プ
タ
朝
以
降
の
イ
ン
ド
仏
教
の
僧
院
に
関
す
る
総
合
的
研
究
﹂︵
研
究
代
表
者
︑
久
間
泰
賢
︑
三
重
大
学
︶



身
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▽
木
村
中
一　

准
教
授

︽
著
書
︾

︵
共
著
︶﹃
身
延
文
庫
所
蔵
﹃
法
華
遊
意
﹄﹄︵
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
学
術
論
文
︾

︵
単
著
︶﹁
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座　

遺
文
か
ら
み
る
日
蓮
聖
人
の
お
ひ
と
が
ら
﹂︵﹃
日
蓮
学
﹄
第
一
号
︑
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑

二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︵
単
著
︶﹁
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
世
界
文
化
遺
産
地
域
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
と
ラ
オ
ス
に
残
る
仏
教
信
仰
﹂︵﹃
日
蓮
学
﹄
第
一
号
︑
身
延
山
大
学

国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︵
単
著
︶﹁
身
延
山
と
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
至
宝
﹂︵﹃
仏
教
学
レ
ビ
ュ
ー
﹄
第
二
二
号
︑
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
︑
二
〇
一
七
年
一
二
月
︶

︵
単
著
︶﹁
刊
本
日
蓮
聖
人
遺
文
の
表
記
相
違
に
関
す
る
一
試
論
﹂︵
北
川
前
肇
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
﹃
日
蓮
教
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
﹄
山
喜
房

佛
書
林
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
編
年
体
御
書
目
録
の
編
纂
に
つ
い
て
︵
日
蓮
遺
文
の
編
纂
と
刊
行
︶﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
日
蓮
の
書
写
本
に
関
す
る
一
試
論
﹂︵
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
︑
東
洋
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
二
日
︶

︵
単
独
︶﹁
日
蓮
教
団
と
為
政
者
﹂︵
日
本
仏
教
学
会
二
〇
一
八
年
度
学
術
大
会
︑
同
朋
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
五
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
︾

︵
単
独
︶﹁
身
延
文
庫
沿
革
史
小
考
﹂︵
二
〇
一
八
韓
・
日
共
同
教
蔵
文
献
調
査
及
び
研
究
学
術
大
会
︑
ソ
ウ
ル
・
大
韓
仏
教
曹
渓
宗
国
際
会
議
場
︑
二
〇
一

八
年
二
月
二
日
︶

︵
単
独
︶﹁
ご
遺
文
を
読
む
﹁
日
蓮
聖
人
と
女
性
壇
越
﹂﹂︵
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
地
域
連
携
講
座　

平
成
三
〇
年
度
身
延
山
学
講
座
︑
身
延
山
大
学
附

属
図
書
館
︑
二
〇
一
八
年
四
月
～
九
月
︑
月
一
回
︶

︵
単
独
︶﹁
木
喰
上
人
が
生
き
た
そ
の
時
代
﹂︵
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
三
〇
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
﹁
木
喰
上
人
と
そ

彙　
　

報

四
八

︵
単
著
︶﹁D

īpaṃ
karaś rījñā na

が
伝
え
る
バ
リ
儀
軌
⑵
﹂︵Acta Tibetica et Buddhica 10

︑
身
延
山
大
学
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
室
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
︶

︵
単
著
︶﹁O

n the W
orks on the R

itual of O
blation A

ttributed to D
īpaṃ

karaś rījñā na

﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
六
六
巻
第
三
号
︑
日
本
印
度
学

仏
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
ア
テ
ィ
シ
ャ
と
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︵
単
著
︶﹁
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
﹃
妙
法
蓮
華
註
﹄﹁
方
便
品
﹂
和
訳
⑴
﹂︵﹃
身
延
論
叢
﹄
第
二
三
号
︑
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁D

īpaṃ
karaś rījñā na

に
よ
る
﹁
秘
密
部
﹂
所
収
の
儀
軌
文
献
﹂︵
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
︑
東
洋
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月

一
日
︶

︵
単
独
︶﹁
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
﹃
マ
ン
ト
ラ
義
入
﹄
に
つ
い
て
﹂︵
日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
︑大
谷
大
学
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
︑二
〇
一
八
年
九
月
九
日
︶

︽
国
際
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁The Lotus sutra in the inner A

sia

﹂︵
第
二
三
回
国
際
法
華
経
セ
ミ
ナ
ー
︑
立
正
佼
成
会
本
部
︑
二
〇
一
八
年
六
月
一
二
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
︾

︵
単
独
︶﹁
イ
ン
ド
に
お
け
る
﹃
般
若
心
経
﹄
注
釈
書
の
系
譜
﹂︵
バ
ウ
ッ
ダ
コ
ー
シ
ャ
科
研
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹃
般
若
心
経
﹄
を
解
体
す
る
︱
﹃
般
若
心

経
﹄
研
究
の
最
前
線
︱
︑
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
五
日
︶

︵
単
独
︶﹁
身
延
文
庫
所
蔵
の
論
書
に
つ
い
て
﹂︵
二
〇
一
八
韓
・
日
共
同
教
蔵
文
献
調
査
及
び
研
究
学
術
大
会
︑
ソ
ウ
ル
・
大
韓
仏
教
曹
渓
宗
国
際
会
議
場
︑

二
〇
一
八
年
二
月
二
日
︶

︽
調
査
・
出
張
︾

︵
海
外
︶﹁
日
蓮
宗
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
派
遣
研
究
員
﹂︵
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
︑
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
︑
二
〇
一
八
年
三
月
四
日
～
九
日
︶

︵
国
内
︶﹁
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
班
第
一
回
研
究
集
会
﹂︵
人
文
情
報
学
研
究
所
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一
六
日
～
一
七
日
︶

︽
競
争
的
研
究
資
金
︾

︵
研
究
代
表
者
︶
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｃ
﹁
内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
華
経
の
展
開
﹂

︵
研
究
分
担
者
︶
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ａ
﹁
グ
プ
タ
朝
以
降
の
イ
ン
ド
仏
教
の
僧
院
に
関
す
る
総
合
的
研
究
﹂︵
研
究
代
表
者
︑
久
間
泰
賢
︑
三
重
大
学
︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

五
一

階 K
o Soon C

hung Sem
inar R

oom

︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
九
日
︶

〇
仏
教
芸
術
専
攻

▽
長
又
高
夫　

教
授
︵
仏
教
芸
術
専
攻
長
︶

︽
著
書
︾

︵
単
著
︶﹃
御
成
敗
式
目
編
纂
の
基
礎
的
研
究
﹄︵
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︽
学
術
論
文
︾

︵
単
著
︶﹁
鎌
倉
北
条
氏
列
伝
︵
三
︶
北
条
時
頼
﹂︵﹃
身
延
論
叢
﹄
第
二
三
号
︑
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
講
演
︾

﹁
仏
教
文
化
と
日
本
の
習
俗
﹂︵
平
成
二
九
年
度
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座
︑
立
本
寺
内
教
法
院
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
四
日
︶

︽
そ
の
他
︾

﹁
文
化
論
か
ら
み
た
日
本
人
の
忖
度
﹂︵
Ｆ
Ｍ
甲
府
ラ
ジ
オ
出
演
﹁
生
涯
学
習
の
時
間
﹂︑
二
一
時
～
二
一
時
三
〇
分
︑
二
〇
一
八
年
九
月
︶

▽
間
宮
啓
壬　

教
授

︽
著
書
︾

︵
単
著
︶﹃
日
蓮
に
お
け
る
宗
教
的
自
覚
と
救
済
│
﹁
心
み
﹂
の
宗
教
│
﹄︵
東
北
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
︶

︽
学
術
論
文
︾

︵
単
著
︶﹁
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
自
覚
に
つ
い
て
﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
自
覚
︱
﹁
付
嘱
﹂
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵
印
度
学
宗
教
学
会
第
六
〇
回
学
術
大
会
︑
東
北
大
学
川
内
南
キ
ャ

ン
パ
ス
︑
二
〇
一
八
年
五
月
二
六
日
︶

︵
単
独
︶﹁
日
蓮
に
お
け
る
一
念
三
千
│
﹁
己
心
﹂
解
釈
も
含
め
て
│
﹂︵
日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
︑
大
谷
大
学
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
︑
二
〇
一
八

彙　
　

報

五
〇

の
時
代
﹂︑
身
延
町
総
合
文
化
会
館
︑
二
〇
一
八
年
七
月
八
日
︶

︽
調
査
・
出
張
︾

︵
海
外
︶﹁
ラ
オ
ス
国
・
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
世
界
文
化
遺
産
地
域
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂︵
ラ
オ
ス
国
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
世
界
文
化
遺
産
地
域
︑
二
〇
一

八
年
二
月
一
九
日
～
二
四
日
︶

︵
国
内
︶﹁
元
政
と
芭
蕉
﹂︵
平
塚
隆
盛
寺
︑
二
〇
一
八
年
三
月
一
一
日
︶

︵
国
内
︶﹁
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
﹂︵
京
都
本
国
寺
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
八
～
三
〇
日
︶

▽
金　

炳
坤　

准
教
授

︽
学
術
論
文
︾

︵
単
著
︶﹁
元
暁
の
﹃
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
﹄
が
日
本
仏
教
に
及
ぼ
し
た
影
響
﹂︵
東
国
大
学
校　

仏
教
学
術
院
Ａ
Ｂ
Ｃ
事
業
団
︑
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研

究
団
・
土
台
研
究
事
業
チ
ー
ム
編
﹃
東
国
大
学
校
二
〇
一
七
年
秋
季
国
際
学
術
大
会　

韓
国
仏
教
文
献
の
定
本
化
と
拡
張
性
﹄
東
国
大
学
校　

仏
教
学
術

院
Ａ
Ｂ
Ｃ
事
業
団
︑
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
・
土
台
研
究
事
業
チ
ー
ム
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︵
単
著
︶﹁﹃
三
平
等
義
﹄﹂
所
引
の
﹁
注
云
﹂
に
つ
い
て
﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
六
六
巻
第
一
号
︑
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
︑
二
〇
一
七
年
一
二
月
︶

︵
単
著
︶﹁﹃
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
﹄
の
日
本
的
展
開
﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
翻
訳
︾

︵
単
独
︶
崔
鈆
植
﹁
三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響
﹂︵﹃
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
﹄
第
一
八
号
︑
身
延
山

大
学
仏
教
学
部
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︽
研
究
協
力
︾

望
月
海
慧﹁
チ
ベ
ッ
ト
語
訳﹃
妙
法
蓮
華
註
﹄﹁
序
品
﹂和
訳
⑴
﹂︵﹃
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
﹄第
一
八
号
︑身
延
山
大
学
仏
教
学
部
︑二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
元
暁
の
﹃
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
﹄
が
日
本
仏
教
に
及
ぼ
し
た
影
響
﹂︵
東
国
大
学
校　

仏
教
学
術
院
Ａ
Ｂ
Ｃ
事
業
団
︑
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研

究
団
・
土
台
研
究
事
業
チ
ー
ム
主
催　

東
国
大
学
校
二
〇
一
七
年
秋
季
国
際
学
術
大
会　

韓
国
仏
教
文
献
の
定
本
化
と
拡
張
性
︑
東
国
大
学
校
恵
化
館
二



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
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平
成
三
十
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十
月

五
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hung Sem
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︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
九
日
︶

〇
仏
教
芸
術
専
攻

▽
長
又
高
夫　

教
授
︵
仏
教
芸
術
専
攻
長
︶

︽
著
書
︾

︵
単
著
︶﹃
御
成
敗
式
目
編
纂
の
基
礎
的
研
究
﹄︵
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︽
学
術
論
文
︾

︵
単
著
︶﹁
鎌
倉
北
条
氏
列
伝
︵
三
︶
北
条
時
頼
﹂︵﹃
身
延
論
叢
﹄
第
二
三
号
︑
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
講
演
︾

﹁
仏
教
文
化
と
日
本
の
習
俗
﹂︵
平
成
二
九
年
度
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座
︑
立
本
寺
内
教
法
院
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
四
日
︶

︽
そ
の
他
︾

﹁
文
化
論
か
ら
み
た
日
本
人
の
忖
度
﹂︵
Ｆ
Ｍ
甲
府
ラ
ジ
オ
出
演
﹁
生
涯
学
習
の
時
間
﹂︑
二
一
時
～
二
一
時
三
〇
分
︑
二
〇
一
八
年
九
月
︶

▽
間
宮
啓
壬　

教
授

︽
著
書
︾

︵
単
著
︶﹃
日
蓮
に
お
け
る
宗
教
的
自
覚
と
救
済
│
﹁
心
み
﹂
の
宗
教
│
﹄︵
東
北
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
︶

︽
学
術
論
文
︾

︵
単
著
︶﹁
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
自
覚
に
つ
い
て
﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
自
覚
︱
﹁
付
嘱
﹂
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵
印
度
学
宗
教
学
会
第
六
〇
回
学
術
大
会
︑
東
北
大
学
川
内
南
キ
ャ

ン
パ
ス
︑
二
〇
一
八
年
五
月
二
六
日
︶

︵
単
独
︶﹁
日
蓮
に
お
け
る
一
念
三
千
│
﹁
己
心
﹂
解
釈
も
含
め
て
│
﹂︵
日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
︑
大
谷
大
学
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
︑
二
〇
一
八

彙　
　

報

五
〇

の
時
代
﹂︑
身
延
町
総
合
文
化
会
館
︑
二
〇
一
八
年
七
月
八
日
︶

︽
調
査
・
出
張
︾

︵
海
外
︶﹁
ラ
オ
ス
国
・
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
世
界
文
化
遺
産
地
域
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂︵
ラ
オ
ス
国
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
世
界
文
化
遺
産
地
域
︑
二
〇
一

八
年
二
月
一
九
日
～
二
四
日
︶

︵
国
内
︶﹁
元
政
と
芭
蕉
﹂︵
平
塚
隆
盛
寺
︑
二
〇
一
八
年
三
月
一
一
日
︶

︵
国
内
︶﹁
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
﹂︵
京
都
本
国
寺
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
八
～
三
〇
日
︶

▽
金　

炳
坤　

准
教
授

︽
学
術
論
文
︾

︵
単
著
︶﹁
元
暁
の
﹃
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
﹄
が
日
本
仏
教
に
及
ぼ
し
た
影
響
﹂︵
東
国
大
学
校　

仏
教
学
術
院
Ａ
Ｂ
Ｃ
事
業
団
︑
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研

究
団
・
土
台
研
究
事
業
チ
ー
ム
編
﹃
東
国
大
学
校
二
〇
一
七
年
秋
季
国
際
学
術
大
会　

韓
国
仏
教
文
献
の
定
本
化
と
拡
張
性
﹄
東
国
大
学
校　

仏
教
学
術

院
Ａ
Ｂ
Ｃ
事
業
団
︑
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
・
土
台
研
究
事
業
チ
ー
ム
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︵
単
著
︶﹁﹃
三
平
等
義
﹄﹂
所
引
の
﹁
注
云
﹂
に
つ
い
て
﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
六
六
巻
第
一
号
︑
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
︑
二
〇
一
七
年
一
二
月
︶

︵
単
著
︶﹁﹃
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
﹄
の
日
本
的
展
開
﹂︵﹃
宗
教
研
究
﹄
第
九
一
巻
別
冊
︑
日
本
宗
教
学
会
︑
二
〇
一
八
年
三
月
︶

︽
翻
訳
︾

︵
単
独
︶
崔
鈆
植
﹁
三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響
﹂︵﹃
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
﹄
第
一
八
号
︑
身
延
山

大
学
仏
教
学
部
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︽
研
究
協
力
︾

望
月
海
慧﹁
チ
ベ
ッ
ト
語
訳﹃
妙
法
蓮
華
註
﹄﹁
序
品
﹂和
訳
⑴
﹂︵﹃
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
﹄第
一
八
号
︑身
延
山
大
学
仏
教
学
部
︑二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
元
暁
の
﹃
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
﹄
が
日
本
仏
教
に
及
ぼ
し
た
影
響
﹂︵
東
国
大
学
校　

仏
教
学
術
院
Ａ
Ｂ
Ｃ
事
業
団
︑
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研

究
団
・
土
台
研
究
事
業
チ
ー
ム
主
催　

東
国
大
学
校
二
〇
一
七
年
秋
季
国
際
学
術
大
会　

韓
国
仏
教
文
献
の
定
本
化
と
拡
張
性
︑
東
国
大
学
校
恵
化
館
二



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

五
三

▽
ジ
ル
・
エ
マ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン　

特
任
講
師

特
に
な
し

〇
福
祉
学
専
攻

▽
伊
東
久
実　

教
授
︵
福
祉
学
専
攻
長
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
子
育
て
支
援
活
動
に
お
け
る
建
学
の
精
神
の
具
現
化
と
新
た
な
気
づ
き
﹂︵
第
七
〇
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
七

年
一
一
月
一
一
日
︶

︵
単
独
︶﹁
学
生
の
子
育
て
支
援
活
動
か
ら
考
察
す
る
﹁
行
学
二
道
の
精
神
﹂﹂︵
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
第
五
三
回
学
術
大
会
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一

八
年
九
月
三
〇
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
︾

﹁
親
に
な
る
と
い
う
こ
と
﹂︵
二
〇
一
七
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
地
域
ベ
ー
ス
講
座　

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
二
九
年

度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
﹁
い
ま
を
生
き
る
﹂︑
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
八
日
︶

﹁
第
一
回
子
ど
も
の
読
書
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ー
絵
本
か
ら
広
が
る
楽
し
い
遊
び
﹂︵
山
梨
県
立
図
書
館
・
山
梨
大
学
連
携
事
業
︑
山
梨
県
立
図
書
館
︑
二

〇
一
八
年
五
月
二
四
日
︶

﹁
親
支
援
・
子
育
て
支
援
﹂︵
山
梨
県
民
間
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会
︑
山
梨
県
自
治
会
館
︑
二
〇
一
八
年
八
月
八
日
︶

▽
田
沼　

朗　

教
授

︽
著
書
︾

︵
共
編
著
︶﹃
子
ど
も
白
書
二
〇
一
八　

型
に
は
め
た
い
大
人
た
ち
︱
﹁
人
づ
く
り
革
命
﹂﹁
働
き
方
改
革
﹂
に
未
来
は
あ
る
か
︱
﹄︵
本
の
泉
社
︑
二
〇
一

八
年
八
月
︶

︽
学
術
論
文
︾

彙　
　

報

五
二

年
九
月
九
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
︾

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林　

平
成
二
九
年
度
後
期
連
続
講
義
︵
新
宿
常
圓
寺
︶

テ
ー
マ
﹁
日
蓮
聖
人
の
宗
教
的
自
覚
を
め
ぐ
る
諸
問
題
﹂

第
一
回
﹁﹁
法
華
経
の
持
経
者
﹂
か
ら
﹁
法
華
経
の
行
者
﹂
へ
│
仏
に
予
言
さ
れ
た
者
│
﹂︵
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
六
日
︶

第
二
回
﹁
伝
統
的
﹁
持
経
者
﹂
と
日
蓮
聖
人
│
連
続
と
不
連
続
│
﹂︵
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
三
日
︶

第
三
回
﹁
如
来
使
の
自
覚
│
画
期
と
し
て
の
佐
渡
│
﹂︵
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
八
日
︶

第
四
回
﹁
超
越
者
の
自
覚
│
身
延
の
日
蓮
聖
人
│
﹂︵
二
〇
一
八
年
一
月
二
五
日
︶

第
五
回
﹁﹁
愚
者
﹂
と
﹁
智
人
﹂
│
日
蓮
聖
人
に
み
る
逆
説
性
│
﹂︵
二
〇
一
八
年
二
月
二
二
日
︶

第
六
回
﹁﹁
地
涌
・
上
行
菩
薩
﹂
と
日
蓮
聖
人
│
何
が
問
題
な
の
か
│
﹂︵
二
〇
一
八
年
三
月
二
二
日
︶

﹁
法
華
経
の
心
│
如
来
使
た
れ
！
︿
第
四
回
﹀
│
﹂︵
平
成
三
〇
年
度
日
蓮
宗
富
山
県
宗
務
所
教
師
・
寺
庭
婦
人
研
修
会
︑富
山
市
富
山
駅
北
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
︑

二
〇
一
八
年
七
月
六
日
︶

︽
そ
の
他
︾

︵
単
著
︶﹁﹁
法
華
経
の
持
経
者
﹂
か
ら
﹁
法
華
経
の
行
者
﹂
へ
﹂︵
教
誌
﹃
正
法
︵
特
集　

日
蓮
聖
人
の
ご
生
涯
４
︶﹄
第
一
五
四
号
︑
二
〇
一
八
年
七
月
︶

︵
単
著
︶﹁
女
人
成
仏
に
つ
い
て
﹂︵
平
成
三
〇
年
度
身
延
山
宝
物
館
・
身
延
山
大
学
図
書
館
合
同
展
覧
会
﹁
女
人
の
法
華
信
仰
│
女
人
成
仏
の
思
想
│
﹂
解

説
資
料
︵
講
義
動
画
付
き
︶︑
二
〇
一
八
年
六
～
七
月
︶

▽
柳
本
伊
左
雄　

特
任
教
授

︽
講
演
等
︾

﹁
木
喰
仏
の
レ
リ
ー
フ
作
り
﹂︵
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
三
〇
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
﹁
木
喰
上
人
と
そ
の
時
代
﹂︑
身

延
町
総
合
文
化
会
館
︑
二
〇
一
八
年
七
月
八
日
︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

五
三

▽
ジ
ル
・
エ
マ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン　

特
任
講
師

特
に
な
し

〇
福
祉
学
専
攻

▽
伊
東
久
実　

教
授
︵
福
祉
学
専
攻
長
︶

︽
学
会
発
表
︾

︵
単
独
︶﹁
子
育
て
支
援
活
動
に
お
け
る
建
学
の
精
神
の
具
現
化
と
新
た
な
気
づ
き
﹂︵
第
七
〇
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
七

年
一
一
月
一
一
日
︶

︵
単
独
︶﹁
学
生
の
子
育
て
支
援
活
動
か
ら
考
察
す
る
﹁
行
学
二
道
の
精
神
﹂﹂︵
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
第
五
三
回
学
術
大
会
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一

八
年
九
月
三
〇
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
︾

﹁
親
に
な
る
と
い
う
こ
と
﹂︵
二
〇
一
七
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
地
域
ベ
ー
ス
講
座　

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
二
九
年

度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
﹁
い
ま
を
生
き
る
﹂︑
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
八
日
︶

﹁
第
一
回
子
ど
も
の
読
書
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ー
絵
本
か
ら
広
が
る
楽
し
い
遊
び
﹂︵
山
梨
県
立
図
書
館
・
山
梨
大
学
連
携
事
業
︑
山
梨
県
立
図
書
館
︑
二

〇
一
八
年
五
月
二
四
日
︶

﹁
親
支
援
・
子
育
て
支
援
﹂︵
山
梨
県
民
間
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会
︑
山
梨
県
自
治
会
館
︑
二
〇
一
八
年
八
月
八
日
︶

▽
田
沼　

朗　

教
授

︽
著
書
︾

︵
共
編
著
︶﹃
子
ど
も
白
書
二
〇
一
八　

型
に
は
め
た
い
大
人
た
ち
︱
﹁
人
づ
く
り
革
命
﹂﹁
働
き
方
改
革
﹂
に
未
来
は
あ
る
か
︱
﹄︵
本
の
泉
社
︑
二
〇
一

八
年
八
月
︶

︽
学
術
論
文
︾

彙　
　

報

五
二

年
九
月
九
日
︶

︽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
︾

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林　

平
成
二
九
年
度
後
期
連
続
講
義
︵
新
宿
常
圓
寺
︶

テ
ー
マ
﹁
日
蓮
聖
人
の
宗
教
的
自
覚
を
め
ぐ
る
諸
問
題
﹂

第
一
回
﹁﹁
法
華
経
の
持
経
者
﹂
か
ら
﹁
法
華
経
の
行
者
﹂
へ
│
仏
に
予
言
さ
れ
た
者
│
﹂︵
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
六
日
︶

第
二
回
﹁
伝
統
的
﹁
持
経
者
﹂
と
日
蓮
聖
人
│
連
続
と
不
連
続
│
﹂︵
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
三
日
︶

第
三
回
﹁
如
来
使
の
自
覚
│
画
期
と
し
て
の
佐
渡
│
﹂︵
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
八
日
︶

第
四
回
﹁
超
越
者
の
自
覚
│
身
延
の
日
蓮
聖
人
│
﹂︵
二
〇
一
八
年
一
月
二
五
日
︶

第
五
回
﹁﹁
愚
者
﹂
と
﹁
智
人
﹂
│
日
蓮
聖
人
に
み
る
逆
説
性
│
﹂︵
二
〇
一
八
年
二
月
二
二
日
︶

第
六
回
﹁﹁
地
涌
・
上
行
菩
薩
﹂
と
日
蓮
聖
人
│
何
が
問
題
な
の
か
│
﹂︵
二
〇
一
八
年
三
月
二
二
日
︶

﹁
法
華
経
の
心
│
如
来
使
た
れ
！
︿
第
四
回
﹀
│
﹂︵
平
成
三
〇
年
度
日
蓮
宗
富
山
県
宗
務
所
教
師
・
寺
庭
婦
人
研
修
会
︑富
山
市
富
山
駅
北
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
︑

二
〇
一
八
年
七
月
六
日
︶

︽
そ
の
他
︾

︵
単
著
︶﹁﹁
法
華
経
の
持
経
者
﹂
か
ら
﹁
法
華
経
の
行
者
﹂
へ
﹂︵
教
誌
﹃
正
法
︵
特
集　

日
蓮
聖
人
の
ご
生
涯
４
︶﹄
第
一
五
四
号
︑
二
〇
一
八
年
七
月
︶

︵
単
著
︶﹁
女
人
成
仏
に
つ
い
て
﹂︵
平
成
三
〇
年
度
身
延
山
宝
物
館
・
身
延
山
大
学
図
書
館
合
同
展
覧
会
﹁
女
人
の
法
華
信
仰
│
女
人
成
仏
の
思
想
│
﹂
解

説
資
料
︵
講
義
動
画
付
き
︶︑
二
〇
一
八
年
六
～
七
月
︶

▽
柳
本
伊
左
雄　

特
任
教
授

︽
講
演
等
︾

﹁
木
喰
仏
の
レ
リ
ー
フ
作
り
﹂︵
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
三
〇
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
﹁
木
喰
上
人
と
そ
の
時
代
﹂︑
身

延
町
総
合
文
化
会
館
︑
二
〇
一
八
年
七
月
八
日
︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

五
五

︵
共
著
︶﹁
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
﹂﹁
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
﹂︵
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
研
究
会
編
﹃
す
ぐ
使
え
る
！
学
生
・
教
員
・
実
践
者
の
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
演
習
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二
〇
一
八
年
四
月
︶

︵
共
著
︶﹁
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
﹂︵
一
般
社
団
法
人
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
編
﹃
社
会
福
祉
士
国
家
試
験
過
去
問
解
説
集
二
〇
一
九
﹄
中

央
法
規
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会
基
礎
研

修
Ⅲ
︑
レ
イ
ア
ッ
プ
御
幸
町
︑
二
〇
一
八
年
六
月
二
三
日
︶

﹁
実
践
事
例
演
習
Ⅰ
﹂︵
山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
︑
玉
穂
総
合
会
館
︑
二
〇
一
八
年
六
月
三
〇
日
︶

﹁
対
人
個
別
援
助
技
術
及
び
地
域
援
助
技
術
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ⅰ
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
七
月
二
日
︶

﹁
高
齢
者
の
心
の
特
徴
と
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
﹂︵
御
殿
場
市
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
︑
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
八
年
七
月
三
日
︶

﹁
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
﹂︵
山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
実
習
指
導
者
講
習
会
︑
山
梨
県
立
大
学
︑
二
〇
一
八
年
七
月
七
日
︶

﹁
入
退
院
時
等
に
お
け
る
医
療
と
の
連
携
に
関
す
る
事
例
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ⅰ
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
七
月
一
〇
日
︶

﹁
個
人
で
の
学
習
及
び
介
護
支
援
専
門
員
相
互
間
の
学
習
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ⅰ
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
七
月
一
七
日
︶

﹁
認
知
症
の
方
の
権
利
擁
護
﹂︵
し
も
べ
荘
職
員
研
修
︑
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
も
べ
荘
︑
二
〇
一
八
年
八
月
六
日
︶

﹁
介
護
支
援
専
門
員
が
知
っ
て
お
き
た
い
家
族
支
援
﹂︵
伊
豆
市
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
連
絡
協
議
会
︑
修
善
寺
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
︑
二
〇
一
八
年
八
月
一
六
日
︶

﹁
介
護
保
険
制
度
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
展
開
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ⅱ
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
八
月
一
七

日
︶

﹁
ケ
ア
に
活
か
す
記
録
の
基
礎
知
識
﹂﹁
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
﹂︵
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
三
日
︶

﹁
実
践
研
究
の
方
法
﹂﹁
発
表
の
方
法
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
実
践
研
究
セ
ミ
ナ
ー
︑
シ
ズ
ウ
ェ
ル
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
五
日
︶

﹁
事
例
研
究
の
た
め
の
事
例
の
ま
と
め
方
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
Ⅲ
︑
シ
ズ
ウ
ェ
ル
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
五
日
︶

﹁
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
プ
ロ
セ
ス
﹂︵
日
本
医
療
社
会
福
祉
協
会　

第
一
四
期
専
門
研
修
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
︑
第
一
ホ
テ
ル
両

国
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
六
日
︶

﹁
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
進
め
方
﹂︵
清
水
区
介
護
支
援
専
門
員
研
修
︑
は
ー
と
ぴ
あ
清
水
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
七
日
︶

﹁
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
価
値
と
倫
理
﹂︵
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
第
二
回
初
任
者
研
修
会
︑
静
岡
県
産
業
経
済
会
館
︑
二
〇
一

八
年
九
月
八
日
︶

﹁
介
護
支
援
専
門
員
が
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
東
部
支
部
研
修
︑
も
く
せ
い
会
館
︑
二
〇
一

八
年
九
月
九
日
︶
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報

五
六

六
月
六
日
・
九
月
二
五
日
︶

﹁
地
域
ケ
ア
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
及
び
社
会
資
源
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
一
月
九
日
︶

﹁
二
〇
一
六
年
度
外
国
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
学
習
支
援
事
業
﹂
講
師
︵
東
京
・
大
阪
会
場
︑
二
〇
一
八
年
一
月
一
四
日
～
一
五
日
︑
七
月
二
二
日
～
二
三

日
・
二
四
日
︶

﹁
我
が
事
・
丸
ご
と
地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
て
﹂︵
社
会
福
祉
法
人
春
風
会
職
員
研
修
︑
サ
ン
ウ
ェ
ル
沼
津
︑
二
〇
一
八
年
一
月
一
六
日
︶

﹁
認
知
症
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
﹂︵
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
︑
身
延
中
学
校
︑
二
〇
一
八
年
二
月
八
日
︶

﹁
介
護
支
援
専
門
員
の
倫
理
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
基
礎
研
修
︑
静
岡
県
産
業
経
済
会
館
︑
二
〇
一
八
年
二
月
九
日
︶

﹁
実
践
研
究
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂︵
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
第
三
回
初
任
者
研
修
︑静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
﹁
あ

ざ
れ
あ
﹂︑
二
〇
一
八
年
二
月
一
〇
日
︶

﹁
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
実
習
指
導
者
講
習
会
︑
シ
ズ
ウ
ェ
ル
︑
二
〇
一
八
年
二
月
一
六
日
︶

﹁
会
議
の
方
法
を
学
ぼ
う
！
﹂︵
静
岡
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研
究
学
会
︑
シ
ズ
ウ
ェ
ル
︑
二
〇
一
八
年
二
月
一
七
日
︶

﹁
多
職
種
で
行
う
事
例
検
討
の
目
的
・
方
法
﹂︵
伊
豆
市
在
宅
医
療
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
研
修
︑
修
善
寺
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
︑
二
〇
一
八
年
二
月
二
三
日
︶

﹁
実
践
研
究
発
表
の
方
法
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
Ⅱ
︑
レ
イ
ア
ッ
プ
御
幸
町
︑
二
〇
一
八
年
二
月
二
四
日
︶

﹁
実
習
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
﹂︵
山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
実
習
指
導
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
︑
山
梨
県
立
大
学
︑
二
〇
一
八
年

三
月
四
日
︶

﹁
相
談
支
援
に
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
ぶ
﹂︵
甲
斐
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
︑
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
八
年
三
月
一
四
日
︶

﹁
介
護
保
険
法
の
理
解
と
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
﹂︵
社
会
福
祉
法
人
慶
成
会
職
員
研
修
︑
社
会
福
祉
法
人
慶
成
会
研
修
室
︑
二
〇
一
八
年
三
月
二
〇
日
︶

﹁
実
践
研
究
の
意
義
と
方
法
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
Ⅱ
︑
シ
ズ
ウ
ェ
ル
︑
二
〇
一
八
年
五
月
二
六
日
︶

﹁
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
実
践
の
振
り
返
り
及
び
課
題
の
設
定
︵
一
︶﹁
介
護
保
険
制
度
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
現
状
﹂﹂︵
静
岡
県
介
護

支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ⅰ
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
六
月
五
日
︶

﹁
平
成
三
〇
年
度
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
﹂︵
伊
東
市
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
部
会
︑
伊
東
市
役
所
︑
二
〇
一
八
年
六
月
一
二
日
︑
富
士
宮

居
宅
部
会
研
修
︑
富
士
宮
市
役
所
︑
二
〇
一
八
年
六
月
一
九
日
︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

五
七

﹁
対
人
援
助
と
事
例
研
究
﹂﹁
事
例
研
究
の
基
本
的
枠
組
み
﹂﹁
事
例
研
究
の
方
法
と
し
て
の
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研

修
Ⅲ
︑
レ
イ
ア
ッ
プ
御
幸
町
︑
二
〇
一
八
年
六
月
二
三
日
︶

﹁
実
践
事
例
演
習
Ⅰ
﹂︵
山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
︑
玉
穂
総
合
会
館
︑
二
〇
一
八
年
六
月
三
〇
日
︶

﹁
対
人
個
別
援
助
技
術
及
び
地
域
援
助
技
術
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ⅰ
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
七
月
二
日
︶

﹁
高
齢
者
の
心
の
特
徴
と
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
﹂︵
御
殿
場
市
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
︑
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
八
年
七
月
三
日
︶

﹁
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
﹂︵
山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
実
習
指
導
者
講
習
会
︑
山
梨
県
立
大
学
︑
二
〇
一
八
年
七
月
七
日
︶

﹁
入
退
院
時
等
に
お
け
る
医
療
と
の
連
携
に
関
す
る
事
例
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ⅰ
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
七
月
一
〇
日
︶

﹁
個
人
で
の
学
習
及
び
介
護
支
援
専
門
員
相
互
間
の
学
習
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ⅰ
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
七
月
一
七
日
︶

﹁
認
知
症
の
方
の
権
利
擁
護
﹂︵
し
も
べ
荘
職
員
研
修
︑
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
も
べ
荘
︑
二
〇
一
八
年
八
月
六
日
︶

﹁
介
護
支
援
専
門
員
が
知
っ
て
お
き
た
い
家
族
支
援
﹂︵
伊
豆
市
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
連
絡
協
議
会
︑
修
善
寺
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
︑
二
〇
一
八
年
八
月
一
六
日
︶

﹁
介
護
保
険
制
度
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
展
開
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ⅱ
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
八
月
一
七

日
︶

﹁
ケ
ア
に
活
か
す
記
録
の
基
礎
知
識
﹂﹁
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
﹂︵
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
三
日
︶

﹁
実
践
研
究
の
方
法
﹂﹁
発
表
の
方
法
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
実
践
研
究
セ
ミ
ナ
ー
︑
シ
ズ
ウ
ェ
ル
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
五
日
︶

﹁
事
例
研
究
の
た
め
の
事
例
の
ま
と
め
方
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
Ⅲ
︑
シ
ズ
ウ
ェ
ル
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
五
日
︶

﹁
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
プ
ロ
セ
ス
﹂︵
日
本
医
療
社
会
福
祉
協
会　

第
一
四
期
専
門
研
修
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
︑
第
一
ホ
テ
ル
両

国
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
六
日
︶

﹁
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
進
め
方
﹂︵
清
水
区
介
護
支
援
専
門
員
研
修
︑
は
ー
と
ぴ
あ
清
水
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
七
日
︶

﹁
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
価
値
と
倫
理
﹂︵
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
第
二
回
初
任
者
研
修
会
︑
静
岡
県
産
業
経
済
会
館
︑
二
〇
一

八
年
九
月
八
日
︶

﹁
介
護
支
援
専
門
員
が
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
東
部
支
部
研
修
︑
も
く
せ
い
会
館
︑
二
〇
一

八
年
九
月
九
日
︶
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報

五
六

六
月
六
日
・
九
月
二
五
日
︶

﹁
地
域
ケ
ア
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
及
び
社
会
資
源
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
一
月
九
日
︶

﹁
二
〇
一
六
年
度
外
国
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
学
習
支
援
事
業
﹂
講
師
︵
東
京
・
大
阪
会
場
︑
二
〇
一
八
年
一
月
一
四
日
～
一
五
日
︑
七
月
二
二
日
～
二
三

日
・
二
四
日
︶

﹁
我
が
事
・
丸
ご
と
地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
て
﹂︵
社
会
福
祉
法
人
春
風
会
職
員
研
修
︑
サ
ン
ウ
ェ
ル
沼
津
︑
二
〇
一
八
年
一
月
一
六
日
︶

﹁
認
知
症
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
﹂︵
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
︑
身
延
中
学
校
︑
二
〇
一
八
年
二
月
八
日
︶

﹁
介
護
支
援
専
門
員
の
倫
理
﹂︵
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
基
礎
研
修
︑
静
岡
県
産
業
経
済
会
館
︑
二
〇
一
八
年
二
月
九
日
︶

﹁
実
践
研
究
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂︵
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
第
三
回
初
任
者
研
修
︑静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
﹁
あ

ざ
れ
あ
﹂︑
二
〇
一
八
年
二
月
一
〇
日
︶

﹁
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
実
習
指
導
者
講
習
会
︑
シ
ズ
ウ
ェ
ル
︑
二
〇
一
八
年
二
月
一
六
日
︶

﹁
会
議
の
方
法
を
学
ぼ
う
！
﹂︵
静
岡
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研
究
学
会
︑
シ
ズ
ウ
ェ
ル
︑
二
〇
一
八
年
二
月
一
七
日
︶

﹁
多
職
種
で
行
う
事
例
検
討
の
目
的
・
方
法
﹂︵
伊
豆
市
在
宅
医
療
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
研
修
︑
修
善
寺
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
︑
二
〇
一
八
年
二
月
二
三
日
︶

﹁
実
践
研
究
発
表
の
方
法
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
Ⅱ
︑
レ
イ
ア
ッ
プ
御
幸
町
︑
二
〇
一
八
年
二
月
二
四
日
︶

﹁
実
習
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
﹂︵
山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
実
習
指
導
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
︑
山
梨
県
立
大
学
︑
二
〇
一
八
年

三
月
四
日
︶

﹁
相
談
支
援
に
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
ぶ
﹂︵
甲
斐
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
︑
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
八
年
三
月
一
四
日
︶

﹁
介
護
保
険
法
の
理
解
と
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
﹂︵
社
会
福
祉
法
人
慶
成
会
職
員
研
修
︑
社
会
福
祉
法
人
慶
成
会
研
修
室
︑
二
〇
一
八
年
三
月
二
〇
日
︶

﹁
実
践
研
究
の
意
義
と
方
法
﹂︵
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
Ⅱ
︑
シ
ズ
ウ
ェ
ル
︑
二
〇
一
八
年
五
月
二
六
日
︶

﹁
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
実
践
の
振
り
返
り
及
び
課
題
の
設
定
︵
一
︶﹁
介
護
保
険
制
度
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
現
状
﹂﹂︵
静
岡
県
介
護

支
援
専
門
員
専
門
研
修
Ⅰ
︑
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
︑
二
〇
一
八
年
六
月
五
日
︶

﹁
平
成
三
〇
年
度
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
﹂︵
伊
東
市
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
部
会
︑
伊
東
市
役
所
︑
二
〇
一
八
年
六
月
一
二
日
︑
富
士
宮

居
宅
部
会
研
修
︑
富
士
宮
市
役
所
︑
二
〇
一
八
年
六
月
一
九
日
︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

五
九

▽
富
山
美
由
紀　

特
任
講
師

︽
講
演
︾

﹁
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
！
春
を
満
喫
﹂︵
山
梨
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
︑
甲
府
市
障
害
者
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
八
年
四
月
二
八

日
︶

﹁
音
楽
脳
ト
レ
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
﹂︵
山
梨
県
健
康
生
活
研
究
会
主
催
︑
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
︑
二
〇
一
八
年
五
月
二
〇
日
︶

﹁
音
楽
脳
ト
レ
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
﹂︵
甲
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
寿
ノ
家
御
坂
事
業
所
主
催
︑
寿
ノ
家
御
坂
事
業
所
︑
二
〇
一
八
年
八
月

三
〇
日
︶

︽
演
奏
会
︾

﹁
名
画D

E

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︵
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ア
・
ミ
ユ
キ
主
催
︑
ち
ろ
り
ん
村
ホ
ー
ル
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
九
日
・
二
〇
一
八

年
七
月
二
二
日
︶

﹁
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︵
甲
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
サ
ン
ラ
イ
フ
寿
主
催
︑
サ
ン
ラ
イ
フ
寿
︑
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
一
日
︶

﹁
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︵
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ア
・
ミ
ユ
キ
主
催
︑
甲
府
常
磐
ホ
テ
ル
﹁
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
富
士
﹂︑
二
〇
一
七
年
一
二
月
一

七
日
︶

﹁
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︵
山
梨
県
立
美
術
館
主
催
︑
山
梨
県
立
美
術
館
︑
二
〇
一
八
年
六
月
二
四
日
︶

﹁
敬
老
の
日
記
念
演
奏
会
﹂︵
甲
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
サ
ン
ホ
ー
ム
か
ら
か
し
わ
主
催
︑
サ
ン
ホ
ー
ム
か
ら
か
し
わ
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一

六
日
︶

︽
そ
の
他
︾

﹁
音
楽
脳
ト
レ
﹂︵
Ｔ
Ｖ
出
演
﹁
Ｎ
Ｎ
Ｓ　

情
報
Ｍ
Ａ
Ｘ
は
や
べ
ん　

健
康
応
援
団
﹂︑
一
一
時
～
一
一
時
四
五
分
︑
二
〇
一
八
年
三
月
二
二
日
︶

▽
中
野
宏
子　

特
任
講
師

︽
講
演
︾

﹁
簡
単
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
﹂︵
富
士
川
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
あ
さ
ひ
鰍
桜
苑
︑
二
〇
一
八
年
八
月
︶

彙　
　

報

五
八

﹁
認
知
症
の
方
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
研
修
﹂︵
浜
松
市
西
区
地
域
演
習
事
業
︑
山
崎
園
︑
二
〇
一
八
年
九
月
二
〇
日
︶

▽
村
瀬
正
光　

特
任
准
教
授

︽
講
演
︾

﹁
病
に
な
る
と
い
う
こ
と
﹂︵
二
〇
一
七
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
地
域
ベ
ー
ス
講
座　

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
二
九
年

度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
﹁
い
ま
を
生
き
る
﹂︑
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
九
日
︶

▽
佐
々
木
さ
ち
子　

特
任
講
師

︽
学
術
論
文
︾

︵
共
著
︶﹁
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
介
護
職
員
の
ス
ト
レ
ス
と
そ
の
対
応
︱
日
常
の
介
護
業
務
を
通
し
て
︱
﹂︵﹃
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
﹄
第

一
八
号
︑
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︽
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
︾

﹁
食
事
介
護
︑
移
動
・
移
乗
の
介
護
﹂︵
県
立
身
延
高
校
高
大
連
携
授
業
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
三
日
︶

﹁
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
日
常
生
活
﹂︵
市
民
講
座
﹁
ま
な
び
の
庵
﹂︑
遊
亀
公
民
館
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
︶

﹁
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
﹂︵
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
三
日
︶

﹁
食
事
介
護
︑
移
動
・
移
乗
の
介
護
﹂︵
県
立
身
延
高
校
高
大
連
携
授
業
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一
四
日
︶

﹁
食
事
介
護
︑
移
動
・
移
乗
の
介
護
﹂︵
身
延
山
高
校
高
大
連
携
授
業
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
︶

▽
手
塚
知
子　

特
任
講
師

︽
講
演
等
︾

﹁
子
ど
も
の
心
の
発
達
﹂︵
高
大
連
携
事
業
︑
山
梨
県
立
甲
府
城
西
高
等
学
校
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
三
日
︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

五
九

▽
富
山
美
由
紀　

特
任
講
師

︽
講
演
︾

﹁
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
！
春
を
満
喫
﹂︵
山
梨
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
︑
甲
府
市
障
害
者
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
八
年
四
月
二
八

日
︶

﹁
音
楽
脳
ト
レ
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
﹂︵
山
梨
県
健
康
生
活
研
究
会
主
催
︑
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
︑
二
〇
一
八
年
五
月
二
〇
日
︶

﹁
音
楽
脳
ト
レ
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
﹂︵
甲
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
寿
ノ
家
御
坂
事
業
所
主
催
︑
寿
ノ
家
御
坂
事
業
所
︑
二
〇
一
八
年
八
月

三
〇
日
︶

︽
演
奏
会
︾

﹁
名
画D

E

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︵
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ア
・
ミ
ユ
キ
主
催
︑
ち
ろ
り
ん
村
ホ
ー
ル
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
九
日
・
二
〇
一
八

年
七
月
二
二
日
︶

﹁
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︵
甲
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
サ
ン
ラ
イ
フ
寿
主
催
︑
サ
ン
ラ
イ
フ
寿
︑
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
一
日
︶

﹁
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︵
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ア
・
ミ
ユ
キ
主
催
︑
甲
府
常
磐
ホ
テ
ル
﹁
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
富
士
﹂︑
二
〇
一
七
年
一
二
月
一

七
日
︶

﹁
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︵
山
梨
県
立
美
術
館
主
催
︑
山
梨
県
立
美
術
館
︑
二
〇
一
八
年
六
月
二
四
日
︶

﹁
敬
老
の
日
記
念
演
奏
会
﹂︵
甲
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
サ
ン
ホ
ー
ム
か
ら
か
し
わ
主
催
︑
サ
ン
ホ
ー
ム
か
ら
か
し
わ
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一

六
日
︶

︽
そ
の
他
︾

﹁
音
楽
脳
ト
レ
﹂︵
Ｔ
Ｖ
出
演
﹁
Ｎ
Ｎ
Ｓ　

情
報
Ｍ
Ａ
Ｘ
は
や
べ
ん　

健
康
応
援
団
﹂︑
一
一
時
～
一
一
時
四
五
分
︑
二
〇
一
八
年
三
月
二
二
日
︶

▽
中
野
宏
子　

特
任
講
師

︽
講
演
︾

﹁
簡
単
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
﹂︵
富
士
川
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
あ
さ
ひ
鰍
桜
苑
︑
二
〇
一
八
年
八
月
︶

彙　
　

報

五
八

﹁
認
知
症
の
方
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
研
修
﹂︵
浜
松
市
西
区
地
域
演
習
事
業
︑
山
崎
園
︑
二
〇
一
八
年
九
月
二
〇
日
︶

▽
村
瀬
正
光　

特
任
准
教
授

︽
講
演
︾

﹁
病
に
な
る
と
い
う
こ
と
﹂︵
二
〇
一
七
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
地
域
ベ
ー
ス
講
座　

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

平
成
二
九
年

度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
﹁
い
ま
を
生
き
る
﹂︑
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
九
日
︶

▽
佐
々
木
さ
ち
子　

特
任
講
師

︽
学
術
論
文
︾

︵
共
著
︶﹁
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
介
護
職
員
の
ス
ト
レ
ス
と
そ
の
対
応
︱
日
常
の
介
護
業
務
を
通
し
て
︱
﹂︵﹃
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
﹄
第

一
八
号
︑
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
︶

︽
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
︾

﹁
食
事
介
護
︑
移
動
・
移
乗
の
介
護
﹂︵
県
立
身
延
高
校
高
大
連
携
授
業
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
三
日
︶

﹁
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
日
常
生
活
﹂︵
市
民
講
座
﹁
ま
な
び
の
庵
﹂︑
遊
亀
公
民
館
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
︶

﹁
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
﹂︵
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
八
年
八
月
二
三
日
︶

﹁
食
事
介
護
︑
移
動
・
移
乗
の
介
護
﹂︵
県
立
身
延
高
校
高
大
連
携
授
業
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一
四
日
︶

﹁
食
事
介
護
︑
移
動
・
移
乗
の
介
護
﹂︵
身
延
山
高
校
高
大
連
携
授
業
︑
身
延
山
大
学
︑
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
︶

▽
手
塚
知
子　

特
任
講
師

︽
講
演
等
︾

﹁
子
ど
も
の
心
の
発
達
﹂︵
高
大
連
携
事
業
︑
山
梨
県
立
甲
府
城
西
高
等
学
校
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
三
日
︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号

平
成
三
十
年
十
月

六
一

岡
村
明
子

﹁
日
蓮
聖
人
坐
像
﹂
制
作

柳
本
伊
左
雄

西

空
澄

宮
沢
賢
治
の
仏
教
観

木
村
中
一

▽
福
祉
学
科
︵
計
九
名
︶

石
井
ひ
か
る

身
体
障
害
者
に
お
け
る
現
状
と
課
題
︱
二
つ
の
視
点
か
ら
︱

中
野
一
茂

遠
藤
圭
将

高
齢
者
虐
待
と
そ
の
現
状
と
そ
の
予
防
策
に
つ
い
て

中
野
一
茂

小
泉
美
佳

身
延
町
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
の
た
め
に

楢
木
博
之

藤
咲
雅
子

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
現
状
と
課
題

中
野
一
茂

古
屋
法
子

大
学
生
が
認
知
症
カ
フ
ェ
を
行
う
意
義
に
つ
い
て

楢
木
博
之

柳
田
一
樹

障
害
を
持
つ
学
生
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
︱
学
生
支
援
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
︱

中
野
一
茂

佐
野
麻
琴

現
代
保
育
の
現
状
と
課
題

長
又
高
夫

村
松
明
日
香

し
か
け
絵
本
の
制
作

伊
東
久
実

吉
野
真
帆

色
彩
を
重
視
し
た
描
画
表
現

伊
東
久
実

▼
学
部
紀
要
編
集
委
員
会

楢
木
博
之
︵
委
員
長
︶︑
金

炳
坤
︵
委
員
︶

彙　
　

報

六
〇

▽
望
月
香
代　

特
任
講
師

︽
講
演
︾

﹁
政
見
放
送
手
話
通
訳
実
践
技
術　

・
実
践
記
述
の
解
説　

・
手
話
通
訳
実
技
演
習
﹂︵
一
般
社
団
法
人
日
本
手
話
通
訳
士
協
会
主
催
﹁
政
見
放
送
手
話
通

訳
士
研
修
会in

三
重
﹂︑
三
重
県
社
会
福
祉
会
館
︑
二
〇
一
七
年
二
月
一
八
日
︶

〇
二
〇
一
七
年
仏
教
学
部
卒
業
論
文
論
題
及
び
指
導
教
員

▽
仏
教
学
科
︵
計
一
五
名
︶

内
藤
和
心　
　
　
　

現
代
に
お
け
る
家
族
観
の
一
考
察
︱
日
蓮
聖
人
の
親
子
観
を
基
底
に
し
て
︱

三
輪
是
法　

五
太
子
晃
龍　
　
　

四
大
法
難
の
史
実
と
伝
承

木
村
中
一　

近
藤
慈
英　
　
　
　

日
本
仏
教
に
お
け
る
女
人
成
仏
論
の
展
開
︱
日
蓮
聖
人
を
中
心
に
し
て
︱

三
輪
是
法　

松
田
海
暁　
　
　
　

葬
儀
の
現
状
と
変
容

間
宮
啓
壬　

髙
橋　

瞳　
　
　
　

身
延
山
信
仰
に
つ
い
て

望
月
真
澄　

髙
谷
郁
博　
　
　
　

戒
名
の
現
状
と
将
来
︱
戒
名
批
判
を
踏
ま
え
て
︱

間
宮
啓
壬　

谷
口
慈
恵　
　
　
　

日
蓮
宗
の
三
十
番
神
に
つ
い
て

望
月
真
澄　

長
坂
貞
優　
　
　
　

日
蓮
聖
人
と
南
条
氏
︱
御
遺
文
に
見
る
そ
の
関
係
性
︱

間
宮
啓
壬　

中
澤
佑
也　
　
　
　

龍
華
樹
院
日
像
と
帝
都
弘
通
︱
そ
の
生
涯
を
中
心
に
︱

木
村
中
一　

中
山
教
諒　
　
　
　

日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
に
関
す
る
研
究

三
輪
是
法　

平
尾
光
希　
　
　
　

七
面
山
の
歴
史
と
信
仰

望
月
真
澄　

廣
橋
是
颯　
　
　
　

越
前
に
お
け
る
日
蓮
教
団
の
展
開
︱
九
月
講
を
中
心
と
し
て
︱

木
村
中
一　

伊
藤
貴
仁　
　
　
　

九
州
に
お
け
る
日
蓮
教
団
の
展
開

望
月
真
澄　
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